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day1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
メソトレキセート ●

イホマイド ● ● ●
ラステット ● ● ●
デキサート ● ● ●
ロイナーゼ ● ● ● ●

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

● ● ●

☆適応疾患名：非ホジキンリンパ腫

薬剤 標準投与量 投与法 1week 2week 3week 4week

メソトレキセート         (MTX) 2000mg/m2 点滴 day1

イホマイド (IFO) 1500mg/m
2

点滴 day2-4

ラステット    　 (VP-16) 100mg/m2 点滴 day2-4
デキサート     (DEXA) 33mg/body 点滴 day2-4

ロイナーゼ   (L-ASP) 6000U/m2 点滴

休薬期間
メソトレキセート（メソトレキサート）：メソトレキセート50mg, 200mg（限定医薬品）
イホマイド（イホスファミド）：イホマイド1g
ラステット（エトポシド） ：ラステット100mg
デキサート（デキサメタゾン）：デキサート6.6ｍｇ
ロイナーゼ（アスパラギナーゼ）：ロイナーゼ5000U

血液内科33　SMILE 

投与スケジュール

day8, 10, 12, 14, 16, 18, 20

1クール



H26.6.16作成 

グラニセトロン点滴静注液3mg　100mL
（必須ではない）

6時間
メソトレキセート2000mg/m2

生理食塩液 500ｍL

全開

【１日目】 

 

 

  

 

 

 

 

 

【2～4日目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※イホマイド開始４時間後

※イホマイド開始８時間後

デキサート 33mg
生理食塩液１００ｍＬ

ラステット 100mg/m2

5％ブドウ糖液５００ｍＬ

イホマイド 1500mg/m2

生理食塩液５００ｍＬ

３０分

２時間

6時間

グラニセトロン点滴静注液3mg ３０分

ウロミテキサン 300mg/m2

生理食塩液１００ｍＬ
３０分

ウロミテキサン 300mg/m2

生理食塩液１００ｍＬ
３０分

ウロミテキサン 300mg/m2

生理食塩液１００ｍＬ
３０分

ロイコボリン15mg×４

静注（6時間毎）

※メソトレキセート終了24時間後から

開始
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【8、10、12、14、16、18、20日目】 

 

ロイナーゼ6000U/m2

5%ブドウ糖液　500mL

（投与速度25ml/h）　

（投与速度100ml/h）

（投与速度200ml/h）

側管本管

生理食塩液　100ｍL

1時間

1時間

最後まで

サクシゾン100mg 1V

生食20mL

ポララミン注5mg 1A

☆皮内反応試験［ショックがあらわれるおそれがあるので、ロイナーゼ投与に先立って実施することが望ましい。］ 

※初回のみでよい（長期間空いた場合は再度行う） 

本剤5000K.U.を日局注射用水2mLで溶解後、日局生理食塩液にて全量5mLとする。このうち0.1mLを注射筒で分取し、日局生理

食塩液で全量1mLとした後、この0.1mLを皮内注射する（投与量：10K.U.）。皮内注射後15〜30分間異常がないことを確認する。 


